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人間の言語獲得のモデルを図式化したものが、下の図 1 である。 
 
 
外的な刺激       入力        言語の知識の       出力       言語の知識の 
（情報・経験）                   初期状態                     安定状態 
                 取り込み                         使用     （≒母語の獲得） 
 
 
（福井・辻子 2011, pp.2-12を元に作成） 
図 1 生得的な言語の知識 
 




























































必要なのであろうか。下の図 2 を元に、GG の理論が構築されるまでのメカニズムについて
考えてみたい。 
 
       普遍文法 
 
観察不可能なレベル                  個別言語の文法 
 
       （言語）事実 
 
観察可能なレベル                      （言語）資料 
 



















(1) John saw a man with binoculars. 
(2) a. The mother of the boy and the girl is laughing. 
   b. The mother of the boy and the girl are laughing. 
















(3) Long time no see. 
(4) You bought what? 
(5) *The glass is stupid.                                               (町田 2006, p.69) 
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性が著しく低いと判断される。この文の主語（The glass）は無生物なので、is stupid という述






















(7) John saw a man with binoculars. 
(8) a. The mother of the boy and the girl is laughing. 
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   b. The mother of the boy and the girl are laughing. 




前置詞句 with binoculars が述語動詞 sawにかかる副詞句の場合と、直前の名詞句主要部の後
置修飾形容詞的用法の場合とで、二通りに解釈することができるということに由来する。ま













のである（橋田ほか 1995, p. x）。この説明原理はコンピュータからの類推で、人間の知的な
活動を実現させるメカニズムの解明と、プログラムに書き込まれたアルゴリズム（即ち、手









































(9)  [S [NP Mary] [VP [V read] [NP [Det the] [N book]]]]. 
(10)                                       S 
 
                                NP                  VP 
 
                                N             V             NP 
 
                                                         Det        N 
 
                               Mary          read        the        book. 
 





Sから下方向に張り出す branchに接続している NPと VP は、Sとの間に介在する節点を持












文     → 名詞句  動詞句 
名詞句 → 限定詞  名詞 




NP（noun phrase名詞句）、VP（verb phrase 動詞句）、N（noun名詞）、Det（determiner限
定詞）を表している。 
 
S  → NP  VP 
NP → (Det)  N 







生成文法入門～言語の本質を捉える経験科学の方法～ 髙野 秀之  13 
前章で問題になった曖昧性の問題を解決したい。 
 
(11) John saw a man with binoculars. 
(12)                                 S 
 
                            NP            VP 
 
                            N       V            NP 
 
                                             NP         PP 
 
                                         Det     N    P       NP 
 
                                                               N 
 
                           John     saw   a     man   with   binoculars 
 
(13)                                 S 
 
                           NP             VP 
 
                           N       V            NP             PP 
 
                                            Det        N    P         NP 
 
                                                                       N 
 
                          John     saw       a        man  with     binoculars 
 
樹形図(12)と(13)は、例文(11)の句構造を表示したものである。樹形図(12)と(13)とを比較す
ると、それぞれの VP に直接支配されている NP の内部構造が異なるということがわかる（以
下の説明をよりわかりやすくするため、問題となる NP はどちらも  で囲んである）。 
樹形図(12)における問題の NP は、前置詞句 PP（Prepositional Phrase より）を直接支配して
いる。それに対し、樹形図(13)の NP は V や PPとともに VP に直接支配されており、その結
果、V や PPと並列の関係にある 15)。それぞれの PPに注目すると、樹形図(12)では PPが NP
の意味の中心（即ち、名詞句主要部）を後方から修飾しているのに対し、樹形図(13)の PPは
VP の中で V（と、その直接目的語である NP の関係）を修飾しているということがわかる。
以上の観察から、例文(11)の PP（with binoculars）は、項 16)と付加詞 17)の二種類に解釈するこ


















（渡辺 2009, p.23） 
 
仮説：疑問文形成のためには、 
①  Sに直接支配された NP の後の最初の助動詞を文頭に移動する 
②  該当する助動詞がなければ、“do”を適切な形にして、文頭に移動する 
（渡辺 2009, p. 25を元に作成） 
 
仮説①は、Sに直接支配された NP と VPの間に複数の Aux（auxiliary verb 助動詞）を想定





    S 
 
     NP          (Aux)          VP 
（渡辺 2009, p.25） 
図 4 随意的な Auxを含む構造    カッコは筆者による 





(14) Will they come tomorrow? 
(15) I wonder if they will come tomorrow. 






VP → V S 
 
渡辺は VPに埋め込まれた補文の接続詞に C（Complementizer）という標識を付与し、後続
する S とともに CP という範疇を想定することにより、例文(15)、(16)は、樹形図(17)、(18)
として描かれる。 
 
VP → V CP 
CP → C S 
 
(15) I wonder if they will come tomorrow. 
(17)                            S’ 
 
NP                   VP 
 
                    N            V                CP 
 
                                            C                S 
 
                     I          wonder      if       they will come tomorrow 
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(16) I think that they played football. 
(18)                            S’ 
 
NP                     VP 
 
                    N             V                   CP 
 
                                             C                  S 
 
                     I            think       that          they played football 
 




(14) Will they come tomorrow? 
(19)                          CP 
 
                    C                   S 
 
                             NP        Aux         VP 
 









(20)                          CP 
 
                  C                      S 
 
                 Aux          NP       Aux         VP 
 
                 will          they        t       come tomorrow 
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樹形図(17)の補文標識 C のもとにはすでに if が配置されているため、助動詞を移動させる
ことができない。間接疑問文の埋め込み文が肯定文と同じ構造をしているのは、そのためで
あると説明される。 





















二人の赤ん坊は、どちらも、UG として VP の構造を生得的にもって生まれてくるというわ
けではない。生後、外的刺激の中から、その主要部である動詞が目的語に先行するのか、そ
れとも後続するのかということを取り込んでいるのである。下の図 5 は、日本語の「本を読
む」と英語の「read a book」の構造を比較したものである。 
 
日本語の VP                        英語の VP 
                          
             NP                     V         V                       NP 
 
            本を                   読む       read                     a book 
 
図 5 日本語と英語の VPの構造 

















名詞句  ：NP → (Det) NP 
動詞句  ：VP → V NP 
形容詞句：AP → Adj. PP 









(21) a student of Physics 
(22)                                      N’’ 
 
                       Det                                N’ 
 
                        a                      N                     PP 
 
                                             student               of Physics 
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(23) the student with long hair 
(24)                                      N’’ 
 
                        Det                                N’ 
 
                        a                       N’                    PP 
 
                                                N               with long hair 
 






(25) a.   He is [a student of Physics] 
    b.   He is [studying Physics] 
(26) a.   He is [a student with long hair] 
    b. ≠He is [studying long hair] 
（Radford 1988, p.176） 
 
例文(25)b と(26)b では、studentと同じ語源であるという理由から、studyという動詞が用い
られている。注目すべきは、(25)a の of Physics が Complementであるのに対し、(26)a の with 
long hair は Adjunct として見なされ、その違いが樹形図(22)、 (24)に反映したと捉えているの
である 21)。 
 
･･･in･･･[a student of Physics], the bracketed PP [of Physics] specifies what the student is studying: 
but in ･･･[a student with long hair] the bracketed PP [with long hair] doesn’t tell us anything about 
what the student is studying; it merely serves to give us additional information about the student･･･.  
In traditional term, the kind of PP found in [student of Physics]･･･is said to be a Complement, 
whereas that found in [student with long hair] is said to be an Adjunct. 
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(a)  Determiners are sisters of N’ and daughters of N’’ 
(b)  Adjuncts are sisters of N’ and daughters of N’ 
(c)  Complements are sisters of N and daughters of N’ 









(27) put the glass on the table 
(28)                                        V’ 
 
                          V                                  NP 
 
                         put                          the glass on the table 23) 
 
(29) send the message on Wednesday 
(30)                                         V’ 
 
                          V’                                   PP 
 
           V                          NP                  on Wednesday 
 






send に不可欠な要素ではない。したがって、樹形図(28)の NP に含まれる PP が Complement
であるのに対し、樹形図(30)の PPは Adjunct ということになる。 
 





(a)  John is [NP a student of Physics] 
(b)  She is [AP very proud of her son] 
(c)  She discovered it [ADVP quite independently of me]
 24) 
(d)  The thief fell [PP right out of the window] 
(e)  You must [VP be thinking of her] 






(30)                                  X’’ 
 
（Specifier）                            X’ 
 
                                       X                       （Complement） 
（Radford 1988, p.229） 
 
カッコで囲まれた Specifier と Complement は、ともに随意的なものであることを表してい




中間層に想定された X’により、Complement と Adjunct は区別される。さらに、代用表現にお
いて既出の構成素の代わりとなるものは、この X’である。 




3.3 束縛理論（Binding Theory） 
束縛理論とは、句構造における名詞的表現の分布が規定できるということを前提とした、











iff (= if and only if) 
(ⅰ) α c-command β 
AND 
(ⅱ) α and β are co-referential 








(ⅰ) α doesn’t dominate β as well as β doesn’t dominate α 
AND 
(ⅱ) the first branching node that dominates α dominates β 
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                               A   Anaphors 
                                                      must be bound in Domain 
      Three Conditions           B   Pronouns 
                                                      must be free in Domain 
                               C   R-expressions 
                                                      must be free 




                 条件 A 
 再帰代名詞に代表される照応詞は特定領域内で支配され、 
                              かつ、同一指標を有する 
三つの条件       条件 B 
                              人称代名詞に代表される代名詞は特定領域内で支配されず、 
                              かつ、同一指標を有する 
                  条件 C 








うことを「α governs β」と表し、その必要十分条件を次のように規定している。 
 
iff 
(ⅰ) α m-command β 
AND 
(ⅱ) there is no barrier of β(= γ) that expels α 




概念である。(ⅰ)の mコマンドは「α m-command β」と表され、その必要十分条件は、次
のように規定されている。 
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iff 
(ⅰ) α doesn’t dominate β as well as β doesn’t dominate α 
AND 
(ⅱ) maximal projection that dominates α dominates β 








また、束縛理論の条件 Cにある「固有の指示対象を有する指示詞」とは、下の図 6 のよう
な名詞的表現を指している。 
 
              an expression 
                 ‘John’ 
 
 








(31) John shaved himself. 
(32)                                    S 
 
NP 1                 VP 
 
                            John         V                 NP 2 
                             i 
                                      shaved               himself. 






生成文法入門～言語の本質を捉える経験科学の方法～ 髙野 秀之  25 







Sに直接支配されている NP 1 は VP を c コマンド（即ち、支配）し、かつ、その VP に直










(33)                                     S 
 
NP                  VP 
 
                            John          V                NP 
                             i 
                                        shaved            himself. 
                                                            i 
 
樹形図(33)は Johnと himselfとが同一指標的であり、その結果、himselfは John以外の構成
素を先行詞とすることはできないということを表している。 
 
(34) John’s wife shaved him. 
(35)                                    S 
 
NP 1                         VP 
 
Det                   N        V                  NP 2 
 
            John’s                 wife     shaved                him. 
                                   j                              i 
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樹形図(35)は、例文(34)の句構造を表したものである。NP 1 の主要部（wife）と NP 2（him）
とでは性が合致していないため、wife には指示対象をもたないものとして指標 jが付されて
いる。それに対し、代名詞である NP 2は、特定領域内で他の名詞的表現（即ち、NP 1）に c
コマンドされていない（即ち、束縛されていない）という条件 Bを満たしている。では、指
示指標 iを付された NP 2 はどの構成素と同一指標的であると考えられるのであろうか。 
NP 1 の John’sは、hisと置き換えられることから、限定詞（Det）として分類することがで
きる。またこの NP1 は、その構成素から、固有の指示対象を有する指示詞（John）としての
機能を持つものとしてみなすこともできる。特定領域内において Johnと him相互には支配関
係が成立していないが、John を支配する最大投射（S）は him をも支配していることから、
Johnは himを統率していると判断される。両者の統率関係を成立させる統率範疇を局所領域
として捉え直すと、Johnと himとの間には人称・数・性の一致が見られる。その結果、John’s
と himself は同一指標的であると判断され、him は John 以外の構成素を先行詞にはできない
という判断が下される 28)。それを表したものが、樹形図(36)である。 
 
(36)                                    S 
 
NP 1                          VP 
 
Det                   N         V                  NP 2 
 
             John’s                 wife      shaved                him. 
               i                     j                              i 
 
(37) John said that Mary shaved him. 
(38)                 S’ 
 
NP 1                             VP 
 
 N               V                          CP 
 
 John             said              C                     S 
   i 
                                    that           NP 2              VP 
 
                                                  Mary       V            NP 3 
                                                   j 
                                                           shaved           him. 
i 
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樹形図(38)は、例文(37)の句構造を表したものである。NP 1 と NP 2 は固有の指示対象をも
つ指示詞である。しかし、NP 2 は他のいずれの NPとも性が合致していないことから、NP 1




(39) *He said that Mary shaved John. 
(40)                  S 
 
NP 1                           VP 
 
N               V                          CP 
 
    He             said               C                     S’ 
     i 
                                    that           NP 2             VP 
 
                                                  Mary      V              NP 3 
                                                   j 
                                                           shaved           John. 
(   ) 
 
樹形図(40)は、例文(39)の句構造を表したものである。例文(39)の NP1 は NP3 の先行詞と
してみなすことができず、したがってこの文は非文であると捉えられている。なぜなら、NP 









十分条件である eコマンドから NP相互の関係を判断することができないからである 30)。 
次に、どの NP に指示指標を付すのかによって、同一の文が容認されるかどうかの判断が
ゆれる例を取り上げる。例文中の[   ]は、局所領域を表している。 
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(41) a. John thought [that Bill patted himself]. 
      NP 1             NP 2        NP 3 
       j                 i            i 
    b. *John thought [that Bill patted himself]. 
       NP 1             NP 2        NP 3 
        i                 j            i 
 
例文(41) a において、NP 3 の再帰代名詞（himself）は局所領域内にある NP 2（Bill）に支
配され、かつ、Bill と同一指標の関係にあるため、条件 A を満たす。それに対し、(41) b で





(42) a. *John thought [that Bill patted him]. 
       NP 1             NP 2       NP 3 
         j                i           i 
    b. John thought [that Bill patted him]. 
      NP 1             NP 2       NP 3 
        i                j           i 
 
(42) aにおける NP 3 の代名詞（him）は、局所領域内にある NP 2 の Billに支配されず、か
つ、別の NPと同一指標の関係にあることが求められる。しかし、NP 2 は NP 3を c コマン
ドし、かつ、人称・数・性の一致が観られることから、Bill は him を支配していると判断さ
れる。Bill と him が同一指標的であり、代名詞（him）は条件 B を満たしていないと判断さ
れた結果、(xx) a は非文であるとみなされる。それに対し、(42) b の NP 3（him）は局所領域
内の NP 2に支配されておらず、かつ、NP 1と同一指標の関係にあると判断されている。こ
れは、主節の NP 1 を含む文全体を最大投射とし、NP 1 が NP 3 を統率し、かつ、NP 2は同
一指標の関係にない（即ち、障壁とならない）という判断に基づいている。代名詞（him）
が条件 Bを満たしていると判断されると、例文(42)の himは John以外を先行詞とすることが
できないということが明らかになる。 
例文(43) a/bには、これまでの関係とは異なり、再帰代名詞に代表される照応詞と代名詞と
の間には相補的分布（complementary distribution）の関係が成り立つと考えられる 31)。 
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(43) a. [John pulled the rope toward himself]. 
       NP 1        NP 2           NP 3 
         i           j               i 
 b. [John pulled the rope toward him]. 
       NP 1        NP 2         NP 3 
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9) 曖昧性とは、一つの言語表現に複数の解釈の可能性があることを意味する。 
10) 深層構造・表層構造という概念に基づいて、この文の形式をその中間に位置するものとして捉
え、この語順から文の構成要素 (wh で始まる疑問詞) を移動することによって、表層構造 (What 



















16) 項は argumentと呼ばれ、意味上、NP と強く結びついているもの。 
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23) 二方向への投射を原則とするという点を誇示するため、樹形図(28)の詳細については言及を避け
ている。 





27) 逆に、指示対象をもたない NP には、jという指示指標が付されるのが通例になっている。 
28) 束縛関係を規定しようとするNP を含む節の内側の先行詞は、internal antecedentと呼ばれる。そ
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① Sに直接支配された NP の後の最初の助動詞を文頭に移動する 
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② 該当する助動詞がなければ、“do”を適切な形にして、文頭に移動する 
（渡辺 2009, p.25を元に作成） 
 
仮説 0の①から、主語という文法機能が付与された NP とは、「疑問文を形成する過程において、助
動詞に追い越される対象のことである」と規定することができるようになったということは、すでに述
べた通りである。しかし、この仮説で問題となるのは、動詞句主要部とともに文法機能としての様相（即





(44) a His mother is the kitchen. 
    b Steven is a great football player. 




ち、語彙項目）は、  で囲まれている。 
(46)                S 
 
NP                                       VP’ 
 
  VP                                   NP’’’ 
 
            Aux                  V                  NP’’               C 
 
φ         Modal       be          do      φ         NP’’     φ         C 
 
                        φ     be   φ      do         NP     NP’ 
 
                                                    φ      NP 
 
樹形図(46)において、疑問文の形成にかかわる構成素は、法助動詞、be 動詞、一般動詞に分類され





る。（例は to showという一般動詞） 
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図 一般動詞の内部構造 
 
           show                            shows                           showed 
 
    do             show           does             show             did              show 
 






① Auxの最初の助動詞（法助動詞）を Sに直接支配されたNP の前に移動 
② Vの be動詞を Sに直接支配された NP の前に移動 








① Auxの最初の助動詞（法助動詞）、又は、Vの be動詞を S に直接支配された NP の前に移動 









(47) John kicked Tom. 




Wh-疑問文全体を支配する Wh-P を想定する。 
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(49)                                 Wh-P 
 
Wh-疑問詞                  CP 
 
                                      C                     S 
 
NP                    VP 
 
                                                              V                    NP 
 
                        Who         did        John      t2       kick               t1 




まず、例文(47)の下線部 Tom を Wh- 疑問詞 who に変形させ、事前に用意しておいた場所（即ち、
Wh-P に直接支配された Wh- 疑問詞の位置）に移動する（t1からの疑問詞文頭移動）。次に、一般動詞 
kicked の内部構造として想定された助動詞の did を、CP に直接支配された C に移動する（t2 からの主




(50)  Who  did John   t2   kick  t1 ? 




する。下線部 John を Wh- 疑問詞 who に変形させ、Wh-P に直接支配された Wh- 疑問詞の位置に移動
する。次に、一般動詞 kicked の構成素である助動詞 did を CP に直接支配された C に移動する。例文
(47)と同様に、Sに直接支配された NP（John）の前に移動しようと試みる。しかし、この段階で問題が
生じる。 
助動詞 didが仮説②の操作（主語 / 助動詞倒置）を行おうとしたとき、Sに直接支配される Johnはす
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(51)                                 Wh-P 
 
Wh-疑問詞                   CP 
 
                                      C                      S 
 
NP                    VP 
 
                                                              V                    NP 
 
                        Who         did         t1       t2        kick             Tom 




一般動詞 kicked の内部構造として規定された助動詞 did が痕跡 t1 を追い越すと、助動詞 did と意味
動詞 kickは音型をもたない痕跡 t1と t2の両側に隣接する注 2）。この状況において仮説 2-③が発動され
ると、didと kickは上位の階層に繰り上がり、kicked という構成素を再形成する。 
 
  kicked 
 




(52)  Who  t   kicked  Tom? 
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＜注＞ 
1)  久能・高見（2007, p. 3） 
2)  同様に、kicked の内部構造として規定された did は追い越す対象をもたないと判断し、その場にと
どまったという解釈をしたとしても、その結果は(52)と同じである。 
 
（平成 24年 5月 21日受付、平成 24年 7月 18日再受付） 
 
